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要　旨
空港を利用される多くのお客様が、早く、正確に、分かりやすく、航空機の情報や空港関連の情報を得るため
に、フライトインフォメーションシステム（FIS）の情報は重要な役割を占めています。
東京国際空港（羽田空港）の国際線旅客ターミナルのFIS構築において、ユーザー中心設計を導入することによ
り、人にやさしいユニバーサルデザインを実現しています。
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1. はじめに

2010年10月21日、東京の羽田空港に新しい国際線ターミナ
ルがオープンして話題になっています。羽田空港は、年間乗
降客数（国内線・国際線）が約6,200万人（2009年）に及び、
世界屈指の規模を誇る空港です。国際線の本格的な定期便と
しては、1978年の新東京国際空港（現在の成田国際空港）の
開港から32年ぶりの運航再開となります（ 写写真1 ）。
外国のかたをはじめとして、高齢者や障がいのあるかた、
子供など、多様なお客様が訪れる空港では、アクセシビリ

写真1   第一ターミナルから見た国際線ターミナル

ティに配慮したユニバーサルデザインへの取り組みが重要な
課題となっています。
今回、国際線ターミナルの新設に伴ってフライトインフォ
メーションシステム（Flight Information System：FIS）を構築
するに当たり、ユーザー中心設計の開発プロセスを取り入れ
て、人にやさしいユニバーサルデザインを実現しています
（ 写真2 ）。
本稿では、ユーザー中心設計の開発プロセスに沿って開発
した、FISのデザイン事例を紹介します。

写真2   出発ロビー中央エリアのFIS
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2. ユーザー中心設計の3要素

ユーザー中心設計を実施するためには、 図図1 のように、大
きく分けて「プロセス」「手法」「チーム」の3つが必要です。
「プロセス」では、お客様を理解して分析し、目標の設定、
設計、評価を繰り返します。「手法」では、プロセスを効率
的に実施するために、実績のある手法を活用します。「チー
ム」は、ユーザー中心設計を実施するうえで、必要なメン
バーや専門家を集めたプロジェクトチームです。
今回のプロジェクトチームは、FIS全体のプロジェクトマネ
ジメントとして、NECの航空管制ソリューション事業部が統
括し、ユニバーサルデザインを実現するためのユーザー中心
設計プロセスの推進及び、デザイン開発、評価をNECデザイ
ン＆プロモーションのデザイン部門が担当しました。

3. ユーザー中心設計のプロセス

ユーザー中心設計における4つのプロセスの詳細を、以下に
示します。

3.1 ユーザー情報の理解と把握

まず、対象となるユーザーを特定して、理解します。また、
市場やユーザーの利用状況を把握します。
羽田空港の新国際線ターミナルの施設概要、完成イメージ、
利用客数の推移など既存データの収集を行い、羽田空港・成

図1   ユーザー中心設計の3要素

田国際空港・中部国際空港（セントレア）といった現場の観
察調査（オブザべーション調査）を行いました。現場の観察
調査では、各空港に設置されている各種フライトインフォ
メーションボードや、受付カウンターの様子、利用客の誘導
方法などを、利用客の立場やユニバーサルデザインの視点か
ら調査します。また、海外の空港情報に関しては、Web調査
や現地からの情報収集を実施しています。

3.2 目標の明確化

次に、ユーザーが何を求めているのかを明確にして、要求
仕様や設計目標を設定します。
東京国際空港ターミナル株式会社殿の事業コンセプトであ
る“「首都圏の空の玄関口」にふさわしい景観、空間及び設
備を備えた空港の創出”に基づいて、デザインコンセプトと
カラーコンセプトを策定して、さまざまな空港利用者の特性
を配慮した、より分かりやすい情報提供を行うことを目指し
ました。
デザインコンセプトは、主に以下の3つです。
1) 魅力的で快適なデザイン
・先進性と伝統を兼ね備えた高級感のあるデザインによる、
空港インテリア環境との調和。
・新空港にふさわしい新しさの表現と分かりやすさの実現。
2) 必要な情報が直感的に分かりやすいこと
・早く正確な情報が得られるように、表示する情報を分か
りやすく整理。
・ユーザーにとっての重要度と検索性を配慮して、情報を
レイアウト。
・コードシェア便の増便にも配慮したデザイン。
3) ユニバーサルデザインの実現
・アクセシビリティに配慮して、首都圏の空の玄関口とし
て、日本語/英語/中国語/韓国語の4カ国語の表記に対応。
・色弱のかたにも分かりやすいカラーユニバーサルデザイ
ンを実現。
・より多くの人々が見やすいようにFISの設置環境の検討。
・書体（フォント）は、視認性や判別性に優れているもの
を採用。
・高齢者や弱視のかたでも見やすいように、従来よりも大
きな文字（フォント）サイズにし、文字と背景色のコント
ラストを設定。
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図2   カラーコンセプトのイメージボードの一例

カラーデザインコンセプトでは、「首都圏の空の玄関口」
としてふさわしい先進性と伝統をカラーコンセプトとしまし
た。基本色としてグレーを採用しています。グレーは都会的
でスタイリッシュなカラーイメージであり、日本の伝統色
（ねずみ色）としても数多く扱われてきた色です。スタイ
リッシュでありながら日本の伝統も感じさせるグレーを基調
に、高級感のあるデザインを目指しています（ 図図2 ）。

3.3 設計による解決

3番目には、ユーザーの要求事項を設計によって解決します。
設定したデザインコンセプト、カラーコンセプトに基づいて
作成したデザイン案を簡易的にプロトタイプ化し、文字の見
やすさ、分かりやすさなどの検討を行いながら、ブラッシュ
アップします。
(1)簡易プロトタイプによるデザイン検討
簡単に効率良く作成でき、打ち合わせ時などでの持ち運び
も容易な紙でのプロトタイプを最初に作成し、原寸大の文
字の大きさで視認性を検証しました。その後、実際に空港
に設置される予定と同じサイズのディスプレイを用意し、
画像の試作品（プロトタイプ）を作って視認性やデザイン
案の検討を行い、何回もブラッシュアップを重ねていきま
した（ 写真3 ）。
必要な情報を直感的に分かりやすく表示させる点では、優
先度の高い、時刻情報を最初に表示することにしています。
また、各便名が分かりやすいように、1便ごとに背景色を変
える工夫を行っています。これは、コードシェア便が増え

ることを考慮し、当該便の背景色を1色にして、行の幅を広
げることによって増便に対応しています（ 写真4 ）。
(2)3Dプロトタイプによる設置状況イメージの確認
FISのデザインを検討する時点では、 写真5 のようにター

写真3   設置される同サイズのディスプレイでの評価風景

写真4   運用中のFIS画面

写真5   工事中のターミナルビルの様子
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図3   3Dプロトタイプによるデザイン検討の一例

ミナルビルは建設中だったので、設計図面などを元に簡略
化した3D図面を作成し、フライトインフォメーションボー
ドの設置状況やユーザーとの位置関係などの確認を行って
います（ 図図3 ）。

3.4 ユーザー評価

4番目のユーザー評価として、ユーザーからのフィードバッ
クを得るために、「フォントの見やすさの評価」「FIS画面の
見やすさの評価」「カラーユニバーサルデザインの評価」
「多様なユーザーによる評価」を行っています。
(1)フォントの見やすさの評価
「ユニバーサルデザインを考慮したフォント（UDフォン
ト）」「サイン表示によく使われているフォント」「パソ
コンに内蔵されていてよく使われているフォント」の3種類
のサンプル画像を作成し、実際に使用される大きさと同じ
40インチの液晶画面に表示して、想定視距離の3mから画面
を確認します。2種類ずつのフォントを「一対比較法」によ
り評価し、最も評価の高かった「UDフォント」を採用する
ことにしました（ 写真6 ）。
(2)FIS画面の見やすさの評価
デザインの異なる3つのサンプル画像を作成し、（1）の評
価と同じ環境下で、情報検索のタスクを行います。その後
「分かりやすさ」「見やすさ」「画面の印象」について、
それぞれ点数付けを行って見やすさに関して評価しました。
結果は、「カラーコンセプトで挙げたグレーの背景がブ
ルーの背景よりも分かりやすく、見やすい。更に、先進性
とシンプルさが感じられる」と評価されました。この結果
を受け、コンセプトどおりグレーを基調にデザインを進め
ました。

写真6   フォント評価の様子
(3)カラーユニバーサルデザインの評価
デザイン対象となっているサンプル画面のすべてに対して、
色覚シミュレーションゴーグルやシミュレーションモニ
ター、ソフトを用いて、視認性、判別性を確認しています。
(4)多様なユーザーによる評価
NECグループ内で検討したものを、東京国際空港ターミナ
ル株式会社殿に設置された「ユニバーサルデザイン検討委
員会」において、実地評価も含めて更に検証し、その結果
を踏まえてブラッシュアップしていきました。

4. おわりに

NECグループでは、羽田空港のコンセプトである、すべて
のお客様が安心して利用できる「よりやさしいターミナル作
り」に、東京国際空港ターミナル株式会社殿と連携して取り
組むことによって「人にやさしいユニバーサルデザイン空港
の実現」に貢献することができました。
このプロジェクトの成果を基に、新千歳空港をはじめ各空
港におけるFISにおいて、ユーザー中心設計プロセスを導入し
た開発を進めています。
NECグループは、これからも人にやさしいユニバーサルデ
ザイン、魅力的で分かりやすいデザインによって、より多く
の人々が快適に安全・安心に過ごせる空港ソリューションの
提供を行っていきたいと考えています。
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